
令和 7年度 みんなdeスポーツ推進委員会 

（島根県立松江緑が丘養護学校） 地域とのつながりから生じたスポーツ的な活動の好事例 

・名称          みどりが丘モルック交流会 

・期間・期日       令和７年７月１１日 

・連携相手の名称     学校運営協議会委員（大学職員、本校地域連携コーディネーター、 

             公民館職員、保護者）、本校ボランティアスタッフ 

・校内での窓口      地域連携情報部、高等部 

（担当部署 担当学部等） 

・実施場所        本校体育館 

・活動内容        地域の方とモルックで交流する。 

・良かった点      ・互いの自己紹介を最初にし、本校生徒のことを知ってもらう良いき

っかけとなった。 

            ・モルックを通して、応援したり、チームで相談したりする姿が見ら

れ、楽しい雰囲気の中で交流することができた。 

・反省点 課題等    ・今回は集団活動として、初めて地域の方とモルック交流を行った。

今後も計画的に地域との交流会が継続できるよう年間計画の検討等

が必要である。 

 

・今後の見通し     ・１０月  近隣の高校生や大学生とのボッチャ交流会 

             ニュースポーツ等を通して、地域の方達との交流を深めていく。 

・活動状況がわかる資料など（写真等可能な範囲で） 

 


